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根拠資料の管理の必要性



ＦＴＡ・ＥＰＡちゃんと使ってますか？

FTA = Free Trade Agreement（自由貿易協定）と呼び、
日本原産なら関税を安くしてくれるというものです。

タイ・インドネシアなどアセアンを中心にＦＴＡを活用し、
数％～数十％の輸入関税を減免されています。
日EU、TPP11さらにRCEPと対象国が拡大していきます。

VA検討会で時間をかけ、品質や機能の低下のリスクを
冒しながら数％のコストダウンをするより、安全で効果の
あるFTAを使わない手はありません。

ただし、日本原産を証明するのが難しい。

制度をしらない、複雑でわからない。
セミナー等で仕組みは教えてもらったけど、実際にどうするの？
そんなにお金をかけてシステムを作れない。
などと、FTAを活用できていない企業が多いです。

使っているけど、
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日本でしかできない部品
を作っているのだから、
日本原産なんて

いつでも証明できるさっ

根拠資料が面倒くさい、
とりあえず日本原産と言っておけ。

という会社はありませんか？



日本商工会議所
（ＪＣＣＩ）

ＪＣＣＩが
しっかり見て
いるから、
大丈夫だよね。
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検認でっせ！
大将、チョット
根拠資料見せて
もらえまへんか。

ＪＣＣＩの
チェックがな
くなったから
あやしいナ

TPP・日EU（自己申告）になると



ちゃんとやろうと思うけど

ＦＴＡ（ＥＰＡ）の手続き・使い方については
・日本商工会議所 https://www.jcci.or.jp/international/certificates-of-origin/

・経済産業省
http://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/boekikanri/gensanchi/
epa.html
などのホームページに解説があります。

各種ＥＰＡセミナーが開催されています。

また、経済産業省委託事業の「ＥＰＡ相談デスク」https://epa-info.go.jp/
無料電話相談・メール・ＦＡＸにて問合せ可能です。

どこから手をつけたらいいの？

データがいろいろあるけど・・・

定常業務に沿ったツールが必要

そんな方に

https://www.jcci.or.jp/international/certificates-of-origin/
http://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/boekikanri/gensanchi/epa.html
https://epa-info.go.jp/


とは、

申請方法が複雑でよくわからないからまだＦＴＡを使っていない。

根拠資料作りが手作業で時間がかかり精度も不安。

すでに申請しているが実は根拠資料が揃っていない。

５年間資料を保存しておく自信がない。

今後のＥＵ・ＴＰＰの自己申告に対応できるようにしたい。

仕入先に信頼性の高いデータを提供してほしい。

しかし、
数百万円、数千万円かけてシステムは導入するほどの
輸出額・品番点数でもない。

という方に

迷わず計算表・対比表が作成できる
お手軽なお助けツールです。



年次作業

•メンバー登録（業種ごとの権限の設定）

•諸原単位登録（直材費・使用協定・HSコードなどの登録）

月次作業

•対象品番設定（輸出品番ごとの効果額算出）

•計算表・対比表作成

実績管理

•進捗管理

•書庫入れ

の流れ

業務の流れに沿ったデータ登録で、誰でも使いこなせる
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の特長

１枚で必要項目が見れる計算表・対比表

減税額を自動計算し費用対効果で申請品番の選定

メンバーごとに閲覧権限を設定できる

仕入先がサプライヤー証明を出しやすい仕組み

各業務の責任分担と進捗状況が一目でわかる

現在使っているリストからインポートで一括入力

既入力データは自動適用で入力負荷低減



の特長

上長の決裁不要の低価格：３０万円＋２年目以降年間管理費

数カ月で回収可能

まずはやってみましょう
上位１０％の品番で７０％の金額をカバーできることも

システムを使えば誰がやっても同じアウトプット

信頼性が高くなり検認対応が容易

ハンド作業が大変 → できたところから適用して、次月以降増やしていきましょう。
適用する協定が複数ある → どれを選んでも少なからず減免は受けられる。



年次作業 毎年、年初（年度初め）に初期値を登録します。

FOBが現地通貨建の場合、
社内レートを登録

付加価値算出の為、品番ごとの
購入部品費・素材費を登録

初期データを年初に登録し、１年ごとに見直しをかける
※原価および為替レートは年間固定の社内値を使用（商工会議所に確認してください）

役割分担の明確化の為、
メンバー登録

輸出国・使用協定との
紐づけの為、納入先の登録

納入先・品番別にFOB・
HSコード・使用協定・
適用税率などを登録



月次作業

申請可否が✔になれば計算表・対比表は完成

輸出計画をもとに
申請品番を決定

計算表・対比表を作成
し、基準を満たせば商
工会議所に判定依頼

各人の業務完了を登録し、
全体の進捗状況をチェック



計算表作成

自社だけで基準を満たさない
場合はサプライヤー証明を取
得して付加価値額に追加

任意のファイルを添付・
保管できる

サプライヤー証明取得
で付加価値に加算



対比表作成

構成部品のＨＳコードを
入力して対比表作成

デミニマス対応も可能

任意のファイルを添付・
保管できる



のご利用

・ご契約いただき、ＩＤ・パスワードを付与

・ＩＤ・パスワードによりクラウドに接続

・メンバー登録し使用開始。（登録ＩＤすべてが同時に作業可能）

・計算表・対比表を作成

・各社が規定した期間でデータを固定（書庫入れ）

・データは基本的には最低５年保管

のお問合せ、社内体制・ＦＴＡ戦略のご相談は

アイアイネットワーク貝崎 qa.fb@iinetwork.jpまで

mailto:qa.fb@iinetwork.jp


当システムの保守管理会社

有限会社トゥーファイブ

〒651-2112 神戸市西区大津和2丁目4-21

神戸のデザイン会社トゥーファイブは、グラフィック、ウェブ、スペースデザインに加え、
セキュリティソフトウェアの開発販売、SNS、CMS、ECサイトなどのITソリューション構築、
動画制作を含めたデジタルサイネージ事業も手掛ける販促のプロ集団です。

セキュリティ関連ソフト

ITF Viewer は、ITFファイル作成者が設定した制限の範囲内での使用
（閲覧・印刷）が可能です。
ただし、ITFファイル作成者が設定した制限の変更はできません。
また、ITF Viewerが、ITFファイルを閲覧することができる唯一の専
用ビューアーです。
だから、作成者に設定された制限とあわせ、高いセキュリティを保
つことができるのです！


